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分析データ紹介分析データ紹介



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・E & ｅD & ｅC & ｅB & ｅA & ｅｅ.アパート

・・・E & ｄD & ｄC & dB & ｄA & ｄｄ.借家

・・・E & ｃD & ｃC & cB & ｃA & ｃｃ.社宅

・・・E & ｂD & ｂC & dB & ｂA & ｂｂ.家族所有

・・・E & ａD & ａC & ａB & ａA & ａａ.自己所有

・・・E.自営業D.主婦C.学生B.会社員A.公務員

ｍ＊ｎ種類ｍ＊ｎ種類③職種＆住居のクラス変数

・・・ｅ.アパートｄ.借家ｃ.社宅ｂ.家族所有ａ.自己所有

ｎ種類②住居のカテゴリー変数

・・・E.自営業D.主婦C.学生B.会社員A.公務員

ｍ種類①職種のカテゴリー変数

クラス変数クラス変数



分類（グループ）変数分類（グループ）変数

・・・

ｅ.アパート

ｄ.借家

ｃ.社宅

ｂ.家族所有

ａ.自己所有

・・・E.自営業D.主婦C.学生B.会社員A.公務員

④職種＆住居の分類変数

（問題）パレート順序がくずれているため、飛び地が発生.

（留意）上記の分類に意味はなく、単なる例示

SAS/EMは統計的手法によ
り自動的に分類変数を作成



分類変数の利点分類変数の利点

分類変数の特徴分類変数の特徴
––長所：モデルの精度や安定性の向上長所：モデルの精度や安定性の向上

–– クラス変数よりもオーバーフィッティングを抑制クラス変数よりもオーバーフィッティングを抑制

––短所：カテゴリー変数の組み合わせは無数！！短所：カテゴリー変数の組み合わせは無数！！

–– 組み合わせは分析者の経験とノウハウから決定組み合わせは分析者の経験とノウハウから決定

–– 面倒なためあまり使われていない面倒なためあまり使われていない

––本報告：本報告：SAS/EMSAS/EMを用いて分類変数を半自動的に作成を用いて分類変数を半自動的に作成

ポイント：選択基準による組み合わせ数の削減ポイント：選択基準による組み合わせ数の削減
–– ＲＲ²²値による（値による（SAS/EMSAS/EM標準装備）標準装備）

––χχ²²値による（値による（SAS/EMSAS/EM標準装備）標準装備）

––決定木による（本採用の手法）決定木による（本採用の手法）



全体フロー全体フロー
NOMAL

Ｒ²値による変数選択

χ²値による変数選択

決定木による分類
変数作成



ＲＲ²²値（値（or For F検定）による変数選択法検定）による変数選択法



ＲＲ²²値値( or F( or F検定）選択基準に検定）選択基準に

よる変数選択よる変数選択

SAS/EMが自動的に不採用と判定



ＲＲ²²値の影響度値の影響度

Class: 住居＊他社借入数（47）

Group: 住居＊他社借入数(17)

Class: 借入総額＊職種(43)

Group: 借入総額＊職種(6)

Class: 他社借入数＊職種(31)

Group: 他社借入数＊職種(12)

Class: 住居＊職種(48)

括弧内の数字は

Classの自由度＝(m-1)*(n-1)-1

Group: 住居＊職種(8)

実際は約５０個以上リストが続く



χχ²²値による変数選択法値による変数選択法



χχ²²値による変数選択値による変数選択

SAS/EMが自動的に
採用変数を判定



χχ²²値による値による決定木決定木

他社借入件数

住居形態 職種

業種 業種業種 他社借入件数



決定木による分類変数作成決定木による分類変数作成

①

③②



①① ＲＲ²²値の影響度値の影響度

Class: 住居＊他社借入数

Group: 住居＊他社借入数

Class: 借入総額＊職種

Group: 借入総額＊職種

Class: 他社借入数＊職種

Group: 他社借入数＊職種

Class: 住居＊職種

Group: 住居＊職種

経験則：
同じ属性



②② 決定木による分類変数決定木による分類変数
作成時の入力変数作成時の入力変数



②②__２２ 住居形態と職種の変数のみの決定木住居形態と職種の変数のみの決定木

住居形態

住居形態

職種 職種



SAS/EMSAS/EMによるプログラミングによるプログラミング

決定木のノード結果のスコアを利用する法決定木のノード結果のスコアを利用する法
– if 職種 in (1,2,5) then node=3
– and  if 住居形態 in (0,4)  then node=4
– and  if  …….; 

決定木のルール決定木のルール(if(if--then)then)を利用する法を利用する法

– If 職種 in( 1,2,5) then node=3; 
– If 職種 in (1,2,5) and 住居形態 in(0,4)  then 

node=4;

（注）例示のため、次頁とは連動していない（注）例示のため、次頁とは連動していない



「決定木ノードのスコア」を利用する方法「決定木ノードのスコア」を利用する方法
（（ネストネスト状のためわかりずらい）状のためわかりずらい）

IF _FNORVAL IN ('1' ,'2' ,'5' ) THEN DO;
_FORMAT = PUT( OCCUPATION , BEST12.); %DMNORMCP( _FORMAT, _FNORVAL);

IF _FNORVAL IN ('0' ,'4' ,'5' ) THEN DO;
_NODE_  = 14;P_A_GOALBAD  = 0.72388059701492; P_A_GOALGOOD = 0.27611940298507;

I_A_GOAL  = 'BAD' ;U_A_GOAL  = 'BAD' ;_DECNUM = 1;END;
ELSE DO; 

_FORMAT = PUT( OCCUPATION , BEST12.); %DMNORMCP( _FORMAT, _FNORVAL);
･･････････････････････････････････････(以下省略)･･････････････････････････････････････

IF  住居形態 IS ONE OF: 6 7 AND 職種 IS ONE OF: 0 2 4 1 THEN NODE:2 N:1286 BAD:37.2% GOOD :62.8%
IF  職種 IS ONE OF: 3 5 6 AND 住居形態 IS ONE OF: 0 3 4 THEN NODE:13 N:359 BAD:65.5% GOOD:34.5%
IF  職種 IS ONE OF: 0 5 AND 住居形態 IS ONE OF: 1 2 5 THEN NODE:14 N:268 BAD:72.4% GOOD:27.6%
･･････････････････････････････････････(以下省略)･･････････････････････････････････････
上記をSASコードに直せば、入り子状でないルールが得られ、わかりやすい形式になる。

IF HOUSE IN(0 4 1 3 2 5) AND OCCU IN(4 1) THEN HOUSE_OCCU='AD041325_OC41';
ELSE IF HOUSE IN(6 7) AND OCCU IN(0 2 4 1)      THEN HOUSE_OCCU='AD67_OC0241';
ELSE IF HOUSE=7  AND OCCU IN(3 6 5)             THEN HOUSE_OCCU='AD7_OC365';
ELSE IF HOUSE=6  AND OCCU IN(3 6 5) THEN HOUSE_OCCU='AD6_OC365';
ELSE IF HOUSE IN(0 4 3) AND OCCU IN(0 2)        THEN HOUSE_OCCU='AD043_OC02';
ELSE IF HOUSE IN(0 4 3) AND OCCU IN(3 6 5)      THEN HOUSE_OCCU='AD043_OC365';
ELSE IF HOUSE IN(1 2 5) AND OCCU IN(0 5) THEN HOUSE_OCCU='AD125_OC05';
ELSE IF HOUSE IN(1 2 5) AND  OCCU IN(3 6 2)     THEN HOUSE_OCCU='AD125_OC362';

LABEL HOUSE OCCU='居住&職種';

「ルールの保存」を利用する方法「ルールの保存」を利用する方法
（プログラムの書き換え必要）（プログラムの書き換え必要）

分類変数のコード



決定木による分類変数を含めた入力ノード決定木による分類変数を含めた入力ノード



モデル比較モデル比較
分類変数はどのような
モデルでも使用可能



モデル精度の比較モデル精度の比較



決定木の構造比較決定木の構造比較
NORMAL Ｒ²値に基づく 決定木に基づく χ²値に基づく

安定的なモデル



Ｒ²値による分類変数採用 決定木による分類変数採用

Group:借入総額*職種

Group:借入数*住居 Group:借入数*職種

Group:借入数*住居 Group:住居*性別

借入数

Group:住居*職種

Group:住居*職種 契約金



結結 論論

分類変数とモデルの安定性分類変数とモデルの安定性

組み合わせ分類変数組み合わせ分類変数

ＲＲ²²値による分類変数作成（自動的）値による分類変数作成（自動的）

χ²値による分類変数作成（自動的）値による分類変数作成（自動的）

決定木による分類変数作成決定木による分類変数作成（半自動的）（半自動的）

SAS/EMSAS/EMによる簡易プログラム作成による簡易プログラム作成

将来：アドホックな知識発見への糸口将来：アドホックな知識発見への糸口



QQｕｅｓｔｉｏｎｕｅｓｔｉｏｎ ＆＆ ＡｎｓｗｅｒＡｎｓｗｅｒ


